












要  約:乳幼児健康診査に従事する現状のスタッフ編成としては、人口規模毎に異なるも

のの概ね以下の通りであることが明らかになった。乳児健診では、医師 1人、保健婦 4人、

栄養士 1 人の 6 人体制。 1 歳 6 か月健診では、医師 1 人、歯科医師 1 人、保健婦 4 人、

歯科衛生士 1人、栄養士または心理関係職種 1名の 8人体制。3歳児健診では、 1 歳 6 か

月健診の編成に保健婦を 1名追加した9人体制である。小児科医、心理関係職種、栄養士、

歯科衛生士に関して従事している市町村が少ないため、その確保が必要である。特に人口

5 千未満の市町村では、これらのスタッフの従事が少なく、また従事している場合にも保

健所への依存が強い。市町村はスタッフ確保に努力するとともに、保健所は市町村のスタ

ッフ確保を支援し、また保健所からの派遣を急にやめることのないように留意する必要が

ある。


